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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本人英語学習者がもつ動機づけの形成・変容の過程について、英語学習
経験の分析を通して詳細に分析することを目的とした。調査は英語学習者の動機づけパターンを探索するための
アンケート調査の量的分析と、学習経験を探索するためのインタビュー調査の質的分析を組み合わせて実施し
た。はじめに行ったアンケート調査では、7つの異なる動機づけパターンを持つ英語学習者グループを特定し
た。これらのグループ分けに基づいたインタビュー調査の結果、これらの動機づけパターンの形成・変容の過程
には、学習者と環境要因の相互作用が影響することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to explore the process of changes in Japanese EFL learners'
 motivation to learn English, using a mixed-methods approach. In the study, an online survey was 
conducted first, aiming to capture general characteristics of Japanese university-level EFL 
learners' motivation. Also, latent profile analysis was performed to explore learner sub-groups that
 have different motivational characteristics, and seven sub-groups were identified. Subsequently, 
participants from each sub-group identified in the quantitative study were invited for a follow-up 
qualitative study. In the qualitative study, participants were asked to share stories of their 
experiences of learning English in the interview sessions, and the data collected through the 
interviews were qualitatively analysed. Finally, the results suggested that the fluctuations in 
Japanese EFL learners' motivation relate with learners' internal factors, social/environmental 
factors, and their complex interactions.

研究分野：外国語教育，第二言語習得

キーワード： 言語学習動機づけ　日本人英語学習者　学習経験　混合研究法　回顧的調査　複雑性理論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、日本人英語学習者の英語学習に対する動機づけについて大学生の過去の学習経験を分析することによ
って、英語学習開始期から大学までの長期間にわたる変容を捉えることを目指した。その結果、学習者自身の変
容だけではなく、周囲の環境や社会的要因との相互作用が起こっていることが明らかとなった。これらの成果
は、これまで十分に明らかにされてこなかった長期的な英語学習動機づけの変容を詳細に分析し、その要因を明
らかにするとともに、日本の英語教育環境における学習者の動機づけのあり方に示唆を与えるものであり、学習
者に対する指導のあり方や支援のあり方を検討するための参考となるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 第二言語学習動機づけ研究は，第二言語習得研究の中では個人差要因として扱われ，第二言語
学習のプロセスを左右する重要な要因の一つとして 1950 年代以降から研究されている分野であ
る (Dörnyei & Ushioda, 2011)。言語学習動機づけの理論は社会心理学，教育心理学，第二言語
習得理論などから成る学際的研究分野であり，これまで多くの理論的枠組みが提唱されてきた。
また，第二言語・外国語教育の実践への応用に関しても，英語教育と学習者の動機づけの問題（例. 
訳読式授業，大学受験による動機づけの減退）は，小学校〜大学にかけてすべての学習段階にお
ける英語教育の場面で取り上げられる問題のうちの一つとなっている。これらの背景に基づき，
これまで日本国内を拠点とする研究者らによって日本人英語学習者を対象とした動機づけ研究
が数多く行われてきた。日本人英語学習者を対象とした動機づけ研究には，動機づけの特徴を把
握することを目的としたものや，授業実践を通して英語学習者の動機づけを高めることを目的
としたもの，さらには英語学習動機づけが減退する要因の解明を目的としたものなど，数多くの
テーマについて，異なるアプローチから行われてきたものがある。 
 また，海外における言語習得動機づけや言語学習者の心理に関する研究領域では，1990 年代
後半から 2000 年代前半以降の言語学習動機づけ研究は Complex dynamic systems theory 
(Larsen-Freeman, 2007)を中心とした，学習者の個人差要因（e.g., 言語学習動機づけ）を可変
的で絶えず変容し続け，複合的な要因の相互作用によって状態が変化する概念であるとして捉
える立場からの研究が主流となっている。しかし Aoyama (2017, August)による，2005年〜2017
年に出版された日本国内での英語学習動機づけ研究に関連した論文 247 本を対象としたレビュ
ーでは，日本人を対象とした英語学習動機づけ研究では，1回きりの質問紙調査を用いて収集さ
れた量的データと，それらの統計的分析のみに基づいた議論がなされており，動機づけが経時的
に変化するプロセスや，動機づけと関連要因間の一対一の関係性に着目した研究が多く行われ
ていることが指摘された。すなわち，言語学習動機づけの経時的変化や多岐にわたる要因間の複
雑な相互作用といった Complex dynamic systems theory から見た言語学習動機づけの特徴は十
分に検討されているとは言えない。また，それらの研究の多くでは平均値を始めとした代表値を
基にした議論が多くなされているが，学習者間の言語学習動機づけの個人差は捨象され，本来の
第二言語習得の個人差要因という，本来言語学習動機づけ研究が議論すべき側面について十分
に検討がなされていない。本研究ではこれらの日本人英語学習者の動機づけに関して明らかに
されていない側面に焦点を当て，日本人英語学習者の英語学習に対する動機づけについてより
良く解釈することを目的とし，調査を行った。 
 
２．研究の目的 
 
 上述の通り，日本人英語学習者を対象とした，英語学習に対する動機づけに関する研究は，こ
れまでも数多く行われてきた。しかし，英語学習者のある一時点のみに焦点を当てた研究や，短
期間での変容に注目した研究が主なものであり，義務教育課程から高等教育までの長い期間に
おいて継続する英語学習の中での動機づけの形成や変容に関する側面は明らかにされていなか
った。また，これまで全体の平均値のみに基づいて議論されることが多かった点について，日本
人英語学習者の間にも異なる動機づけの特徴をもった学習者がいるという個人差の観点から，
学習者間の異なりについて取り入れることが，日本人英語学習者の動機づけプロセスをより良
く解釈するために必要である。そのため，本研究は，日本人英語学習者の英語学習開始期から大
学生段階までの英語学習に対する動機づけについて，全体の傾向，個人間の差異，さらに長期的
なプロセスを明らかにすることを目的とした。以上の議論に基づき，本研究は以下の 4 つのリ
サーチクエスチョンを設定した。 
 
① 日本人大学生の英語学習に対する動機づけはどのような特徴がみられるか。 
② 日本人大学生の英語学習に対する動機づけには，どのようなパターンがみられ，どのような
ばらつきがみられるか。 
③ 日本人大学生の英語学習に対する動機づけは，これまでの英語学習経験の中でどのように
変容したか。 
④ 日本人大学生の英語学習に対する動機づけの変容には，英語学習経験に関連したどのよう
な要因が影響を与えているか。 

 
 
 
 
 
 



３．研究の方法 
 
 本研究は，量的研究と質的研究の組み合わせからなる，2段階のプロセスで実施した。第 1段
階では，アンケート調査を用いてデータ収集を行い，全体に関する英語学習動機づけの傾向の分
析，ならびに異なる特徴を持ったサブグループの抽出を量的に行った。その後，インタビュー調
査を通して参加者の大学までの英語学習経験についてのデータを収集し，質的に分析した。この
デザインは，Dörnyei (2014)や Chan et al. (2015)が用いた Retrodictive Qualitative 
Modelling と呼ばれる，複雑性理論の視点から第二言語学習者の変容を捉えるための枠組みを応
用している。この枠組みに基づき，大学段階の英語学習者の動機づけの特徴から異なる動機づけ
パターンを持つサブグループを抽出し，それぞれのサブグループに所属する学習者の英語学習
経験と動機づけの変化プロセスをたどるこ
とにより，英語学習動機づけの形成や変容に
影響を与える要因について検討することを
目指した。本研究では，大学生英語学習者の
動機づけパターンとサブグループを探索す
るために潜在プロファイル分析を，英語学習
経験の学習者間の異なりと共通性，環境の要
因から受ける影響との関係性を検討するた
め，複線径路等至性アプローチ (サトウ, 
2009)の枠組みを用いた。それぞれの調査の
実施方法に関する詳細は，次節にて結果とと
もに説明する。 
 
４．研究成果 
  
（1）第 1段階：動機づけパターンに関する量的調査 
 第 1段階の調査では，アンケート調査により，日本人大学生英語学習者の動機づけ傾向の分析
を行った。調査には 216 人の日本人大学生(男性 68名，女性 148 名，平均年齢 19.13 歳)が参加
した。アンケート項目は Taguchi et al. (2009)をはじめとした，第二言語学習に対する動機づ
けについて尋ねる 9つの概念 (Ideal L2 self, Current L2 self, Ought-to L2 self, Effort 
in classroom learning, Intended effort, Instrumentality [promotion], Instrumentality 
[prevention], Linguistic self-confidence, Cultural interest) から構成される 46項目を
用いた。アンケート調査は Qualtrics を用いてオンラインで配布・回収を実施した。 
 データ分析では，はじめに全体の傾向について記述統計量を基に検討した。続いて，動機づけ
のパターンごとのサブグループを抽出することを目的とし，潜在プロファイル分析 (Latent 
Profile Analysis: LPA)を行った。従来の
研究では，学習者のタイプ分類を行う際は
クラスター分析が用いられることが多かっ
たが，モデルに基づいた分類方法である潜
在プロファイル分析は，個別の参加者の特
徴をより良く反映することができるため，
本研究では潜在プロファイル分析を用い
た。分析の結果，7 つの異なる傾向をもっ
たサブグループが抽出され，それぞれのグ
ループの傾向についての比較・分析を行った。
特徴的なグループとして，Current L2 self
のスコアが高く，現在の自分自身の英語運用
能力はある程度あると認識しているものの，
英語学習に対する強い努力の意思を持たない
グループや，Ought-to L2 self のスコアが高
い傾向を示し，さらに英語学習に対する努力
のスコアが低い傾向を示すグループがみられ
た。これらに基づき，各グループに属する学
習者を対象とした第 2段階の調査を行った。 
 
（2）第 2段階：動機づけの変容と学習経験に関する質的調査 
 第 2 段階の調査では，第 1 段階の分析結果から得られた 7 つの異なる英語学習に対する動機
づけの特徴をもったグループの学習者に対して，過去の英語学習経験に関するインタビュー調
査を行い，どのような英語学習経験に関する要因が英語学習に対する動機づけの形成や，英語学
習中の動機づけの変容に繋がったのかについての分析を行った。調査には，第 1段階の調査にお
いて継続調査に同意した参加者のうち，15 名の日本人大学生が協力した。データの収集は，各
参加者を対象としたインタビューによって行い，英語学習開始時点（就学前や小学校など，参加
者によって異なる）からインタビュー実施時点までの英語学習に関する経験と，英語学習に関す



る考え方や取組状況と結びついた動機づけの変容について尋ねた。 
 収集されたデータは，それぞれのインタビュー対象者の個別の経験から，学習者内の経時的な
変容と学習者間のプロセスの異なりに着目し，複線経路等至性アプローチを基にした分析を行
った。分析の結果，個別の学習者の変容に影響を与えた共通の出来事として，学校内での定期テ
ストの得点や英語外部試験の結果などのテストが関連した経験や，教師との関係性や授業スタ
イルが複数の参加者の経験の中にみられた。これらの要因は，過去に日本人英語学習者を対象と
して行われた動機づけの減退に関する研究 (e.g., Kikuchi, 2009)などにおいても指摘されて
いるものであったが，本研究によって得られたデータでは，さらに学習者自身が持つ英語学習に
対する価値づけや，英語そのものに対する信念と，学習者の置かれた環境要因である学校での出
来事や教師との関わり等の要因の相互作用によって，英語学習者の動機づけが形成されたり，変
容したりしていること明らかとなった。また，これらの要因の他に，日本の英語教育制度（e.g., 
小学校外国語の授業開始時期や小中の接続）や入試制度など，制度によって学習者が避けること
のできない出来事も英語学習に対する動機づけの変容に影響を与えていることが示唆された。 
 
（3）研究の総括 
 本研究では，日本人英語学習者を対象とし，量的調査による動機づけの特徴の分析ならびに質
的調査による英語学習経験と動機づけの経時的な形成・変容プロセスを明らかにした。研究の結
果，日本人英語学習者の動機づけには複数のパターンがあり，学習者によって特徴が異なること
が示唆されたとともに，動機づけの形成・変容プロセスには学習者内の要因と，学校環境や社会
的制度などの学習者外の要因の両面が関与し，それらの相互作用の中で動機づけが変容するこ
とが示唆された。これらの研究成果は，長期間にわたる継続的な英語学習の中での日本人英語学
習者の動機づけの長期的な変容プロセスをより良く理解することに繋がったと考えられ，日本
の英語教育環境におけるより良い指導のあり方や，学習者の支援方法に対して意義のある示唆
を与えるものであると考える。しかし，本研究は回顧的なインタビュー調査によって過去の経験
を分析したものであり，学習者の印象に残っている出来事や要因への注目が集まっている可能
性が研究の限界点として考えられる。今後，各学校段階において長期的に学習者の動機づけの変
容を捉えるための縦断的研究を行うことにより，さらに詳細に英語学習者の動機づけについて
解釈することが可能になると考える。 
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